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支援機器 超音波検査法制御義手 
分類(ISO9999) 6 
試験相 1 
研究仮説（目的） 
の概要 

義手のコントロールのためのトリガーとして超音波検査（SMG）によるコントロール方法は実
現可能である。 

研究デザイン 群内比較（自己対照） 
障害・疾患 健常者 
対象者・数 健常者 7 人 
主要アウトカム フレームレート 
副次アウトカム 1 実行時間 
副次アウトカム 2 時間短縮割合 
副次アウトカム 3  
副次アウトカム 4  
副次アウトカム 5  
統計学的検定 有 
結果の概要 TDL が最もこの制御アルゴリズムとして実現可能だった。 
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